
土木工事標準歩掛の改定 
排水構造物清掃工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 
 

 (１) 集水桝１個当り清掃時間（ｔ1） 

側溝清掃車による集水桝１個当り清掃時間は，次式によって算出する。 

ｔ1＝0.76Ｖ＋0.019 （ｈ） 

ただし，Ｖ：集水桝１個当り土量（㎥） 

(２) 清掃時間の補正係数（Ｋ） 
水洗い作業の有無により，集水桝１個当り清掃時間を次表により補正する。 

表5.1 清掃時間の補正係数 

清 掃 方 法 水洗いする場合 水洗いしない場合 

補 正 係 数 1 0.7 

 
(３) 移動距離（ ℓ） 

      移動距離は，次の区間の全走行距離をいう。 
       １） 現場と残土処理場の間 
       ２） 現場と現場の間 
       ３） 現場と給水場所の間 
       ４） 基地と現場の間 

(４) 移動速度（υ） 
表5.2 側溝清掃車の移動速度 （km／ｈ）

移 動 速 度 30 

 

(５) 集水桝１個当り清掃に要する洗浄水量（ｑ） 

 

 

 

 
 

(６)  水１㎥ 当り給水時間（ｔ2） 

 

 

 

 
 

(７) １回当りの泥土排出に要する時間（ｔ3） 

 

 

 
 

(８) 泥土排出回数（ｎ） 

  泥土排出回数は，次式によって算出する。 

 

 

ホッパ係数は0.65とする。 

 

６．諸 雑 費 
      諸雑費は，スコップ，ほうき等の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 
表6.1 諸雑費率  （％）

諸 雑 費 率 ２ 

 

表5.3 洗浄水量 （ｍ3／個）

泥 土 堆 積 厚 20cm未満 20cm以上 

洗 浄 水 量 0.007 0.011 

(注) 上表により難い場合は，別途考慮する。  

     表5.4 給水時間 （ｈ／ｍ3）

給水方法 洗車用水道から 消火栓から 散水車から 

給 水 時 間 0.4 0.2 0.2 

(注) この時間は，給水の準備時間を含んだものである。 

表5.5 泥土排出に要する時間 （ｈ／回）

泥土排出に要する時間 0.18 

(注) この時間は泥土排出のための準備後片付時間を含んだものである。  

ｎ＝ 
泥土堆積量合計（㎥） 

ホッパ係数×ホッパ容量（㎥） 

【誤】(ｈ／個)
【正】(ｈ／回)

saisho-t8910
四角形

saisho-t8910
線

saisho-t8910
四角形


	修正1.改定工種_新旧対照表.pdfから挿入したしおり
	01 土砂運搬工(不整地運搬車による運搬) 
	02 安定処理工(自走式土質改良工) 
	03 かごマット工(多段積型)
	04 プロックマット工
	05 床版補強工(炭素繊維接着工法) 
	06 油圧圧入引抜工 
	07 舗装版クラック補修工
	08 排水構造物清掃工 
	08-1 管渠清掃及び側溝清掃(組合せ作業) 
	08-2 側溝
清掃(単独作業) 
	08-3 集水桝
清掃(単独作業) 

	09 原動機燃料消費量
	10 重建設機械分解・組立
	11 中掘工 
	12 切土及び発破防護柵工 
	13 汚濁防止フェンス工 
	14 防護柵設置工(ガードケーブル設置工) 
	15 ＰＣ橋架設工 
	16 伸縮装置工 


